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エアセル型エアーマットレスの方が一体成形型エアーマッ
トレスに比べて低く，褥創予防効果があると言える。次
に発生した褥創の程度をみると，１度の褥創発生数は，
エアセル型エアーマットレスは一体成形型エアーマット
レスより少なかったｶﾐ，Ⅱ度の褥創発生数は変わらず，
Ⅱ度以上の褥創発生を予防するにはさらに除圧用具の検
討が必要であると考えられる。今後Ⅱ度以上の褥創発生
者に対する調査を行っていく必要性があると言える。
ル型エアーマットレスの方が少なかった。しかし，Ⅱ度
の褥創発生数はエアセル型エアーマットレスでは７か所，
一体成形型エアーマットレスでは７か所と変わらなかっ
た。
考察
アメリカでは褥創発生予防のため種々のエアーマット
レスや褥創治療用ベッドなどが使用され，それらの臨床
効果の比較や体圧などの基礎的指標の比較がなされてい
る4)～7)。
しかし，現在日本ではｉ臨床で使用されているエアー
マットレスの効果について検討したものは少なく8),臨床
で使用するさいには，看護婦の経験によってエアーマッ
トレスの種類が選択されている。したがって，臨床で使
用されているエアーマットレスの効果について，看護婦
が確かな知識をもち個々の患者に有効にエアーマットレ
スを使用することは褥創予防の看護の重要な１つである
と考える。
今回は臨床でよく使用される２種類のエアーマットレ
スの褥創予防効果を比較する方法として，エアーマット
レスの種類を無作為選択しICU入室患者に使用した｡そ
の結果としてエアセル型エアーマットレス使用者29名，
－体成形型エアーマットレス使用者55名と双方の対象者
数に差がみられた。これは，エアセル型エアーマットレ
ス使用者の入室期間が有意に長かったことが影響してい
るものと考えられる。すなわち，エアセル型エアーマッ
トレス使用者患者の重症度が一体成形型エアーマットレ
ス使用者に比べて高く，ＩＣＵでの集中治療が必要な期間
が長かったと言える。
臨床効果についてみてみると,褥創発生率の比較では，
結論
ＩＣＵに入室し褥創発生の危険性の高い患者に対する除
圧用具を比較した結果，エアセル型エアーマットレスの
方が一体成形型エアーマットレスより檸創発生率が低かっ
た．しかし，Ⅱ度以上の褥創発生予防にはさらなる検討
が必要である。
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